



　　This paper argues what those who concern children should know about picture books.  Reading 
books to children gives them joy, and at the same time, it improves their ability for understanding and 
communicating. It also enriches their imagination.  Moreover, it can be said that picture books can give 
children wisdom and strength to live by showing them that the world to which they belong is a beautiful 
place.  From this viewpoint, offering children good books is our responsibility.  So, the paper also 
considers what is essential for good books, and how we can cultivate our ability to choose good books for 
children.  Finally, the paper discusses that screen media, such as TV, videos and computer games, can 
deprive children of the joy given by picture books, and points out the harmful influence of screen media 
on child development. In the light of that, the paper proposes that we should recognize the harm of 





Picture Books in Child Development: 



































































































































































































































































































































































































































































































18－　 － 19－　 －
８）ダフは、『ちいさいおうち』が好きになっていっ
た自分の息子について、「月のひかりのなかでお
どっているりんごの木を永遠の喜びと感じる心が
育まれていったのです。」と述べている。（p66）
９）松岡享子　『えほんのせかいこどものせかい』　
日本エディタースクール出版部　1987、2010　
p62
10）福音館書店で長年編集長として絵本の出版にた
ずさわってきた松居は、「絵本の編集者になって、
絵本は子どもに読ませる本ではないという編集方
針を第一番に打ち出し」、絵本は「大人が子ども
に読んでやる本」であると断言している。（『絵本
の力』p51-2）
11）松居直『絵本とは何か』日本エディタースクー
ル出版部　1973、2003　p3-4
12）柳田邦男は、自分にとっての絵本論は、「人生
に三度読むべき絵本」というキャッチフレーズで
表現できると述べている。「人生に三度」とは、「ま
ず自分が子どもの時、次に自分が子どもを育てて
いる時、そして自分の人生の後半に入った時とい
う意味です。」（『絵本の力』p87）
13）「絵本の表紙を開いて、“むかしむかし”とはじ
まった瞬間から、子どもは物語の世界へはいりこ
み、物語の世界を旅しているのです。そして、“お
しまい”となっても、しばらくは物語の世界の次
元で、いろいろと空想を働かせています。この時
間に、子どもの自由な想像の翼は、空想の世界に
はばたいて想像力をますますかきたてています。
この貴重な瞬間に、おとなは質問という土足でこ
の世界をめちゃめちゃに踏みにじってしまいま
す。」（松居　『絵本とは何か』p16）「一つ二つの
ことばを学ぶことよりも絵本の世界にはいりこむ
ことの方が、ずっと大事です。そうした経験に
よって、子どもの心が広がっていくのですから。
途中ではさまれる過度の質問や説明は、お話の流
れをせきとめて、子どもを物語の世界から現実の
お勉強へひきもどします。（松岡　『えほんのせか
いこどものせかい』p22）
14）スミス、リリアン・H　『児童文学論』　石井桃
子・瀬田貞二・渡辺茂男訳　岩波書店　1964、
2008
15）スミス『児童文学論』p35。松岡も絵本を見き
わめる目を養うには、“満25歳以上”の絵本を読
みましょうと述べている。（『えほんのせかいこど
ものせかい』p51）
16）スミス『児童文学論』p232
17）神戸市立渦が森小学校では、学校図書館は教育
を目的とし、良書のみを提供するという理念で運
営されている。また、専門家による勉強会に参加
した保護者や地域の人が、ボランティアとして絵
本の読み聞かせや図書館の運営にもたずさわり、
小学校と家庭・地域が連携して子どもがよい本に
出会う環境を作り出している。（http://www.
city.kobe.lg.jp/child/education/program/
forum/img/20forum2.pdf）
18）たとえば、『絵本とは何か』では掲出図書一覧、
『読む力は生きる力』では本書でとりあげた書目
としてリストになっている。
19）フランシス・クラーク・セイヤーズは、ウォル
ト・ディズニーが名作をもとにした映画や絵本を
作る目的は商業的成功であり、そのためにもとの
作品を都合のいいようにゆがめてしまっており、
その結果、作品のもつ芸術性は損なわれ、子ども
が働かせる思考力や想像力を全く尊重しないもの
にしてしまったと批判している。（『ウォルト・
ディズニーの功罪』子ども文庫の会　母親文庫① 
1967、1994）松居もディズニー絵本をはじめとす
る名作絵本は「まっ赤なにせ物」で「子どもたち
に絵本を準備するには、まずこの名作絵本を捨て
るところから始めていただきたい」と述べてい
る。（『絵本とは何か』p39）脇は、「パターンに
乗せ」るだけで「売れることは保証つき」のシ
リーズものは、本を提供する側にも「誘惑の種」
だと指摘する。（『読む力は生きる力』p117-8）
20）サンダース、バリー　『本が死ぬところ暴力が
生まれる』杉本卓訳　新曜社　1998、2003　p175
21）小児医会から出された具体的提言は、１．２歳
までのテレビ・ビデオ視聴は控えましょう。　２．
18－　 －
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授乳中、食事中のテレビ・ビデオの視聴は止めま
しょう。　３．すべてのメディアへ接触する総時
間を制限することが重要です。１日２時間までを
目安と考えます。テレビゲームは１日30分までを
目安と考えます。　４．子ども部屋にはテレビ、
ビデオ、パーソナルコンピュータを置かないよう
にしましょう。　５．保護者と子どもでメディア
を上手に利用するルールをつくりましょう。の５
項目にまとめられている。小児科学会の提言もほ
ぼ同じような内容だが、テレビ・ビデオの長時間
視聴は、その内容や見方によらず、言語発達が遅
れる可能性が指摘されており、乳幼児に一人で見
せることは避け、親も一緒に観て、問いかけに答
えるようにすることを薦めている。
22）田澤雄作　「脳の前面、目の後ろ、額の後ろに
あるところが前前頭葉です。前前頭葉の働きとし
て重要なのは、笑顔、言語、感性の場であるとい
うところなのです。」（「子どもにメディア・ワク
チンを！」『いま、子どもたちがあぶない！－子
ども・メディア・絵本』　斎藤惇夫他、古今社　
2006、2009　p47）
23）田澤　p45-6
24）田澤　p64
25）脇　『読む力は生きる力』p79
26）脇明子　「メディアが生きる力を脅かす」『いま、
子どもたちがあぶない！－子ども・メディア・絵
本』斎藤惇夫他、古今社　2006、2009　p90
27）脇　「メディアが生きる力を脅かす」p95
28）2010年に出された小児科学会の提言では、「現
実世界でのコミュニケーションの希薄化は、親
子・家族・人間の絆の希薄化に繋がりますが、こ
れらの根元には、赤ちゃんのときからの過剰な映
像メディアとの接触、行過ぎた競争教育社会、睡
眠を含めた不適切な養育環境などがあります」と
いう文言がある。
29）脇　「メディアが生きる力を脅かす」p88-9
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